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５年生 学級活動指導案

授業仮説

食べ物の働きについて話を聞いたり、自分の好き嫌いについてふり返ったりすることによ

り 康な体をつくるためには、何でもバランスよく食べる事が大切であるという考えを深め

る とができるであろう。

（１）題材名 「何でも食べよう」

（２）他教科との関連

（３）ねらい

○食べ物の３つの働きを知り、体のためにどのように役立つかを理解することができる。

○いろいろな食品を組み合わせて食べることが、丈夫な体を作るもとになることを理解すること

ができる。

○好き嫌いせず、何でも食べようとする意欲を高めることができる。

（４）指導方針及び学習活動への支援

○給食の献立の中にはたくさんの食品が含まれていることに気付かせ、なぜいろいろな食べ物が

入っているのかを考えさせる。

○食べ物が、体にとって大切な働きをすることを、絵などを使ってわかりやすく掲示し、好き嫌

いなく何でも食べる事が大切である事を理解させたい。

○事前の食事調査をもとに、自分の食事状況・好き嫌い・健康状態を見つめさせる。

、 。○家庭との連携を図りつつ 無理のないよう配慮し楽しく給食を食べられるよう指導を進めたい

（５）準 備 ＜教師＞模造紙（アンケートの結果 ・食品・絵カード・ビデオ・学習プリント）

＜児童＞筆記用具

（６）展 開

学 習 活 動 教 師 の 支 援 評 価時間

気 ※ ○アンケートの結果を発表し、授 ○興味を持って授自分達の食生活の嗜好や 10
業に興味を持つよう働きかける。 業に参加している様子に気付く。

○ 食事のアンケート結果を ○ある程度偏った食事に人気があ 分 か。

知る。 ることに気付かせる。

づ ・好きな給食の献立

・嫌いな食べ物

・よく食べるおやつ等の結 ○だれが残しているかということ

家庭科

「どのように生活している

かな」

「わたしにできることは」

保健

「こころの健康」

学級活動

「栄養の３色分け」

「かぜの予防」
「植物の発芽とたんじ理科

ょう」

社会科

「米づくりのさかんな庄内平

野」

「水産業のさかんな八戸市」

道徳

「生命尊重」

総合学習

「お米について」
児童会活動

・給食集会

・保健集会
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果を知る。 ではなく、どんな食品を残してい

く ○ 自分達の給食の様子を撮 るかに注目させる。

ったビデオを見て、気付い ○おかわりをする人が少なく、決

。たことを話し合う。 まった人であることに気付かせる

・残している・おかわりを

する人が少ない

○献立カードや、絵カード等を使 ○３つの食品群※食べ物の３つの働きを知 30
ってわかりやすく説明する。 が、体の中で大切る

○今日の給食のメニューを ○給食にはいろいろな食品が含ま 分 な働きをしている

知り、どんな食品が含まれ れていることに気付かせる。 ことを理解できた

ているかを考える。 か。

○食べ物は、その働きによ

考 って３つに分けられること

を知る （栄養士の話を聞。

く ）。

・赤の食品…体をつくる

・緑の食品…体の調子を整

える

・黄の食品…熱や力となる ○３色の働きを理解させる。

え ○今日の給食の献立を３つ ○給食はバランスよく作られてい

のグループに分ける ることに気付かせる。 ○偏食の害を知

・それぞれの食品がどのグ ○栄養士の話や、給食集会で学習 り、過不足なくい

ループに属するかを考えて したことなどを振り返らせて意見 ろいろな食品をバ

発表する。 を発表させる。 ランスよく食べる

○自分の嫌いな食べ物はどういう ことの大切さを理※偏食について考える。

○嫌いなものを食べないと 病気 害 を防ぐかを理解させる 解できたか。（ ） 。

る どうなるかを考える。

・病気になる・疲れやすい

・かぜをひきやすくなる

・大きくならない

・便秘になる・骨折しやす

くなる ○好きなものばかり食べても

○偏食の害を知る。 丈夫な体は作れないことを助

（栄養士の話を聞く ） 言する。。

○事前の食事調査をもとに ○自分の不足している食品群、

給食で残した食品や、嫌い は何かを気付かせる。

な食品を３つのグループに ○正しく分けられるように机

分ける。 間巡視して支援する。

ま ○子供たちの気持ちの変容を認め ５分 ○好き嫌いなく何※学習のまとめをする。

と ○自分の不足している栄養 て励ます。 でも食べようとす

め は何かを理解し、これから る意欲がもてたか

る のめあてを発表する。


